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問い合わせ先　危機管理課(市役所３階)332-2042

日
頃
か
ら

・
屋
根
や
雨
戸
の
補
強
、
雨
ど
い
の
掃
除
、
側
溝
や
排
水
溝

の
掃
除
な
ど
、
家
の
周
り
を
保
全
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

・

停
電
に
備
え
、
懐
中
電
灯
や
携
帯
ラ
ジ
オ
を
用
意
し
て
お

き
ま
し
ょ
う

・

避
難
場
所
・
経
路
を
再
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

・

家
の
周
り
の
危
険
個
所
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

災
害
が
発
生
し
そ
う
な
と
き

・

ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
情
報
を
確

認
し
ま
し
ょ
う

・

む
や
み
に
外
出
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

・

危
険
を
感
じ
た
ら
、
す
ぐ
避
難
し
ま
し
ょ
う

避
難
す
る
と
き

・

動
き
や
す
く
、
安
全
な
服
装
で
避
難
し
ま
し
ょ
う
。
靴
は

ひ
も
で
締
め
ら
れ
る
運
動
靴
を
履
き
、
裸
足
や
長
靴
は
危

険
で
す
の
で
、
履
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

・

避
難
す
る
と
き
は
２
人
以
上
で
避
難
し
ま
し
ょ
う
。
は
ぐ

れ
な
い
よ
う
に
ロ
ー
プ
で
お
互
い
を
結
ぶ
と
安
心
で
す

・

歩
行
可
能
な
水
深
は
約
50
㎝
ま
で
で
す
が
、
水
の
流
れ
の

速
い
と
き
は
20
㎝
程
度
の
水
深
で
も
危
険
で
す
。
無
理
を

せ
ず
、
家
の
中
の
高
い
場
所
で
救
助
を
待
ち
ま
し
ょ
う

　がけ崩れや家屋の浸水などの災
害が発生したり、災害が起こった
りしそうな場所を発見したらご連
絡ください。

■危機管理課　332-2042　　　
　(執務時間外)　332-2170
■消　防　署　331-1119

「警報」が発令されていたら…
■災害警戒(対策)本部　323-2130　　
■加茂支所市民生活課　332-7032
■阿波支所市民生活課　332-7042
■勝北支所市民生活課　332-7021
■久米支所市民生活課　332-7011

市防災ハザードマップ
　避難所や市内約580カ所の
土砂災害危険個所などを掲載しています。
　危機管理課や公民館、 市ホームページでご覧
いただけます。
　 　http://www.city.tsuyama.lg.jp/

つやま災害情報メール
　市内で発生した「災害情報」｢避難情報」｢火
災情報」などを電子メール（携帯電話・パソコ
ン）で配信しています。利用するに
は、事前に登録が必要です。
　 　http://www.tsuyama-mail.jp/

　 　http://keitai.tsuyama-mail.jp/

岡山県防災情報メール
　警報などの気象情報や河川水位、
ダムの放流情報などを配信します。
　 　http://www.bousai.pref.okaya
　 　　　　ma.jp/bousai/mail.jsp

岡山県総合防災情報システム
　県内の気象情報や災害発生状況、避難情報な
どが掲載されています。
　 　http://www.bousai.pref.okayama.jp/bousai/

　
　
避難指示が発令されたら…
・避難中の住民は、直ちに避難を完了する
・まだ避難していない住民は、直ちに避難す
る
・避難場所への避難が困難な場合は、建物の
高所に避難する

　自分たちのまちは自分たちで守る！
　　　　　　　　　　　～自主防災・防犯組織～
　自主防災・防犯組織とは、町内会などが母体となっ
て地域の防災・防犯活動を自主的に行う組織です。大
きな災害が発生すると、行政や消防などの防災機関が
対応できない場合があります。｢自分たちのまちは自
分たちで守る」という心構えで災害に強いまちづくり
を進め「地域防災力」を向上させましょう。
　市では、自主防災・防犯組織を育成強化するため、
設立促進の説明会や防災・防犯に関する研修会などを
開催しています。

　
　
避難勧告が発令されたら…
・通常の避難行動ができる人は避難場所へ避
難する

•地面のひび割れができる
•井戸や沢の水が濁る
•がけや斜面から水が噴き出す
•家や擁壁に亀裂が入る
•家や擁壁、樹木、電柱が傾く

地滑り
•山鳴りがする
•雨が降り続いているのに、川
　の水位が下がる
•川の水が急に濁ったり、流木
　が混ざる

土石流
•がけからの水が濁る
•小石がぱらぱらと落ちてくる
•斜面にひび割れ、変形がある
•地下水やわき水が止まる
•斜面から異常な音が聞こえる

がけ崩れ

土砂災害の発生前には、前兆現象がみられることがあります。
次のような前兆が起こったときは、速やかに避難しましょう。

土砂災害から身を守るために

　地域によって異なりますが、１時間に20ミリ以上、または降り始めから100ミリ以上の
雨が続くと災害の危険性が高くなります。災害に備え、事前の浸水対策や雷などによる
停電時の対策をしておきましょう。
　また、局地的な集中豪雨は予測できないことが多いので、大雨の情報を聞いたら早め
の準備が必要です。

　市では、災害の発生が予測されるとき、また
は災害が発生したとき、次のような避難情報を
発令します。

　避難情報が発令されていないからといって安
全ではありません。危険を感じたら早めの自主
避難を！

災害時の避難情報

避難準備情報が発令されたら…
・避難に時間が掛かる高齢者や子どもなど(災
害時要援護者)は、避難場所へ避難する
・家族などは要援護者の避難をサポートする
・通常の避難行動ができる人は、避難準備を
始める

災害情報の
連絡先

災害情報の
入手先

人的被害の発生する可能性が高まった状況

人的被害の発生する可能性が明らかに高まっ
た状況

人的被害の危険性が非常に高いと判断された、
または人的被害が発生した状況


